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今後の展開・
協働の可能性・
事業の見直し等
の担当への指示

財政難の折、予算化が難しく優先付け順位の必要
があるので地域との要望・緊急度をよく把握する
必要がある。

林道開設に当たっては、費用対効果を検討し
た上で事業を実施する必要がある
各種負担金を見直す必要がある

担当部長コメント
負担金も含めて費用対効果を検討し、真に必要な事業について優先順位を付けて実施する必要が
ある。H19 H20 H21 H22
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保建保安林管理委託料

現況と課題

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

施策の対象と目的

(誰のために、何の
ために)

市民ニーズ

(反応、問合せ等)

04-01-02

評価年度

森林整備や地域生活の基盤となる林道整備を推進することにより、災害の防止と住民の憩いの場の提供
を図る。

土砂の流出・崩落防止による生活環境の保全及び身近な自然とのふれあいの場としての森林の重要性が
高まっている。

①人工林が市内各地に分散しており、施行の共同化が行いにくい。②人工林のほとんどが若齢林で将来
の伐採期に備え適切な保育施行の必要がある。③林業に対する関心の希薄化と後継者不足、林業労働力
の高齢化及び森林の荒廃が問題である

意図・推進内容のキーワード

単
位

担当課

電話

吉永総合支所　産業建設課
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17年度
事業費

順位
その説明実施主体
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目標

実績

達成率

目標

18,647
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100,811

76.0

実績

73,229
39,097

Ａ
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新規に必要な事業・連携が必要な事業

項　目

３　施策の有効性

評価

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

判断理由

松くい虫駆除は林相の変化等により、事業
の再検討が必要である

3
3

どの事業も林務に係る事業なので妥当であ
る

目標値の設定が現実と乖離している

事業は適当である

同左

1
3
3

１　目的達成度

担当課長評価

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ
Ｃ

Ｂ

直接事業費（単位：千円）

判断理由

２　事業構成の適当性

ベンチ

マーク
指標の説明

森林の保全整備を図る。

林道整備を図る。

林道整備を図る。

考えられる施策成果指標名

森林面積

林道開設済延長

林道舗装済延長

施策に対する
成果指標名 H28H17

Ｂ

Ｂ

Ａ
Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
Ｃ

Ｂ
生活環境保全林管理委託料

森林総合利用施設管理運営委託料

松くい虫駆除事業委託料

水源林整備事業

松くい虫予防事業委託料

松くい虫被害対策地区推進連絡員謝礼

森林管理巡視委託料

記念造林保育事業

二次評価一次評価

評価

3 事業によっては整備が十分でない事業もあるが、法
令で定められた事業については、ほぼ達成できてい
る。目標値

H23

達成率

目標

実績

参
考
3

林道開設延長

林道舗装済延長

参
考
1

参
考
2

1

目標

実績

達成率

森林面積

施策展開

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

もてなしの心とたくましさのあるまちづくり大項目（基本目標）

中項目（基本施策）
施策の体系

治山事業の整備を図る。

(高 ～ 低)

施策を構成する事務事業名

（　）はその人件費（単位：千円）

生活環境保全林管理委託料

施　策　名
（小項目） 林　業

コード

豊かな食を支えるまちづくり

事務事業
評価結果

Ａ ～ Ｅ

森林普及振興事業(備前)

(2,574)

森林普及振興事業(日生)

(5,835)

森林普及振興事業(吉永)

(830)

細事業一覧表

小規模林道整備事業

林道整備委託料

単独事業

林道災害復旧事業(補助)

林道災害復旧事業(単独)

林道災害復旧事業

林道整備事業(備前)

(2,373)

林道整備事業(吉永)

(830)

災害復旧事業(備前)

(2,220)

災害復旧事業(吉永)　(８３０)

治山事業(備前)  (715)

森林の保全整備を図る。

造林事業の整備を図る。

森林組合などへの支援を図る。

造林事業

(646)

林道の整備を図る。

この施策に要した費用（人件費込、単位：千円）

苗木、歩道整備用資材

備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

（平成17年度事業）

H１７

63,456

市民意識
調査結果

施策名 調査年度 H18

林業
重要だと思っている市民の割合 3.9
満足している市民の割合 4.6

備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標の検討・設定（基本目標・基本施策・施策意図から検討する）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業
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C10

直接事業費（単位：千円） 優
先
順
位

Ａ ～ Ｅ
17年度
事業費(高 ～ 低)

（Ａ～Ｃ）

Ｂ

施策を構成する事務事業名

（　）はその人件費（単位：千円）

担当課長評価

林業関係負担金事務 森林組合助成金 450

事務事業
評価結果

細事業一覧表

(1,220) 森林整備地域活動支援交付金 9,704

Ｂ
地域森林活動支援推進事業調査委託 126

Ｂ
Ｂ

Ｂ
全国森林レクリェーション協会負担金

おかやまの森整備公社出資金 2,700
30

吉井川流域林業活性化協議会負担金 0

Ｂ
緑の少年隊活動奨励金 27

Ｃ
Ｂ

Ｂ
（社）県緑化推進協会会費

県治山林道協会負担金 312
150

東備地区治山林道協会負担金 486

Ｃ
県内国有林野等所在市町村長協議会負担金 10

Ｂ
Ｂ

Ｃ
奥津町森林組合賦課金

県市町村林野振興対策協議会負担金 3
1

県林業改良普及協会東備支部負担金 16 Ｂ

林　業施策名

⑥　施策構成事務事業の評価　（続き）


